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3  頚 部 食 道 癌 症 例 の 検 討
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頚部食道癌は転移リ ン パ 節が胸 部, 腹部に存在

する こ と は少なく , 気管 へ の T 4 も合併切除可能

で あり外科的治療の 対象とな る場合が多い . しか

しなが ら, 食道全摘の 可否, 手術による失声など

の 問題点が ある . 当科で経験 した頚部食道癌を検

討し
,

その 治療上の 問題点を検討した . 1 切除例

の 結果 : 下咽頭頚部食道切除喉摘は手術時間が長

い が ( 血管吻合の た め) 出血量, 合併症, 予後の

観点か ら下咽頭食道全摘術より も妥当と考えられ

た
. だだし月工側端陽性に注意 が必要であり術前検

査が不十分な場合に は ル ゴ ー ル などで の確認 が重

要であ る . 再発形式は頚部リ ン パ 節再発が多い の

で重点郭満都位は頚部で あり必ずしも縦郭リ ン パ

節の 1 0 6 r e c の 郭酒 は必要 と しな い と考 え ら れ,

代わりに 2 群リ ン パ節の郭清は 10 2 が重要と考え

られた . 今後 は
, 術前治療を積極 的に施行 し腫癌

縮小 を図 っ た上で 喉頭温存も含め た手術を目指し

た い
.

4　血小板減少症を併存した食道癌の1切除例
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今回, 術前に特発性血小板減少性紫斑病 (IT P)

と診断 された食道癌症例に対 し血小板補充療法を

行 い
, 安全 に食道切除術を施行し得た の で報告す

る . 症例 は 5 0 歳の 男性で 風邪症状にて 近医受診

した際に
, 血小板数減 少を認め , その 後 IT P と診

断, 以後, 無治療に て血小板数は 5 00 00/FL P 前後

で あ っ た . 上部消化管内視鏡検査 に て胸 部食道に

0 - Ⅱ a 病変を認 め, 食道癌の 診断 とな る . 術前診

断は T l b N O M O St a g e I と診断した
. 開胸食道切

除術, 2 領域 リ ン パ 節郭清施行 . 手術開始直後,
血

小板数 は 47 00 0/Fll で P C I O 単位輸血 し
, 終了時

に は 6 600 0/F Ll で あり, 出血量 は 28 9 m l で あ っ た ･

経過は良好で
, 第 1 9 病日に退院と な っ た . 入院時

に施行 した精査の 結果が退院後に判明 し骨髄異形

成症候群の 診断と な っ た . IT P に悪性腫癌を合併

し外科的切除が 必要な患者に対し, 術前免疫グ ロ

ブリ ン大量療法が用 い られ, その 有効性が確認さ

れて い る . IT P は あくまで除外診断で あり, 本症

例 の ように診断が かわる例 も 一 部 に は存在するも

の と考えられ る .
こ の よう な症例に お い て術前の

血小板補充療法は安全か つ 有効で あると考え た .

5 　 T S - 1 ， T A X O L を 中 心 と し た 通 院 胃 癌 化 学

療法の検討
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当科 にて 切除不能胃癌に対 し T S - 1 , T A X O L

に て外来通院化学療法 を実施 した 1 8 症例 に つ い

て検討した . 有害事象の 発生は C T C g r a d e 2 まで

であり, 外来通院化学療法 と して忍容で きる範囲

であ っ た . Fi r st li n e
,

S e c o n d li n e を含め た全体で

の 5 0 % 生存期間は 2 9 5 日, 全経過入院期間中央

値: 60 .O d a y s , 化学療法期 間中在宅率 : 7 4 .4 % で

あ っ た . 生存期間で は
, 組織型, 転移, 肝転移,

P

因子 に よる有意差 が認 め られなか っ た . P S 別 で

は生存期 間, 化学療法継続期 間,
T ⅣiS T に P S 不

良例 で短縮が み られ たが , 化学療法終 了時 か ら死

亡ま で の 期 間で は有意差 は なく ,
P S によ らず末

期 の B e st S u p p o rt
′

托 e r a p y の 期間はおお よそ
一

定

であ る こ とが推察された .

6 　 N o . 1 6 リ ン パ 節 転 移 陽 性 胃 癌 に お け る 再 発 時

期と再発形式の検討
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【目的】 N o .1 6 リ ン パ 節転移陽性胃癌の 再発形式


